























































































扱貨物量はそれぞれ日本の 6 位と 7 位を占めて
おり、2013 年の実績は 87 万 TEU と 48.8 万
TEU であった。トンベースの取扱貨物量にお
いて博多港は 2013 年に 3.4 万トンで全国 7 位、












































多港に寄港する国際定期航路は 2015 年に 47 航
路週間 55便で、そのうちの 45航路 53便が中国、
韓国、東南アジアの近隣諸国とのラインであっ
た。一方の北九州港に寄港する 40 航路月間
193 便はロシアの 1 航路月 1 便を除いてすべて
アジア諸国と結ぶラインである 3。
国際航路だけでなく、内航海運サービスも充
実している。博多港は 12 航路週 25 便、北九州
図 2．狭い範囲内にある各種輸送ノード
出所：『PORT of HAKATA 2014』p.6 より抜粋
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中心に 15 本で週に 231 往復であり、国内路線










2014 年 3 月改正のダイヤにおいて 1 日当たり
45 本の貨物列車が発着しており、約 2,000 個











































イムが 1 ～ 2 日伸びる程度で、販売計画に殆ど
支障を来たさない。しかもコストは空運の 1/3
に低減するという。















特筆すべきなのは、JR 貨物の 12FT コンテナ
を使うユニットロード輸送を日中間に導入する































































































































































業税の 5 免 5 減（5 年間全額免除、引き続き 5
年間半減）および不動産取得税免除の措置を取
り入れており、鳥栖市はそれに合わせて、特区














































いる。資本金 2 億 4 千 2 百万円で従業員数 281


























































例を挙げる。2011 年 12 月に、輸送事業者



























































ムロジ）は、2010 年 3 月に家具製造小売大手
ニトリホールディングス傘下の物流子会社とし
て設立された。資本金は 4 億 9 千万円で社員数
は 526 名である（2015 年 2 月現在）。ニトリの
ロジスティクス業務を全般的に受託し、とりわ
け、物流センター（DC）の運営と店舗・営業
所への配送業務を担当している。2015 年 9 月
現在、日本国内で関東 DC、関西 DC、横浜
DC、九州 DC、札幌 DC など 10 箇所保管型物
流センターを運営し、海外では中国の恵州
DC、ベトナムのホーチミン DC の 2 箇所と中












週に 100 ～ 110 本の 40FT コンテナの貨物を入
荷する。家具がよく売れる 2 ～ 3 月には週に
160 本のコンテナを入荷する。年間を通じて約




























九州 DC は約 2 万 5 千 CBM の保管容積を有














は 5 日目から 7 日目になる。納品リードタイム
の短縮などサービス水準の改善が課題である。
福岡営業所は、繁忙期には最大一日あたり






















































































本金は 1 億 5 千万円で、従業員総数は約 4,000



























































SC は 9 時から 21 時まで（物量が多い場合に適










DC 部分の設計保管キャパシティは 5.4 万函
（1,400 パレット）であるが、現在約 10 万函（平




管する商品の荷主は 60 社ほどあるが、5 割以
上の物量は日本生協連の所有する商品、残りの










店舗向けの TC 部分は、1 日あたり 3 万強ピー
ス、月間約 100 万弱ピースの商品が通過する。






















る。エラー率は 6ppm ～ 7ppm と全国トップレ
ベルの物流品質を誇る。ピッキングは自動化し
ているが仕分けは手作業依存度が高い。生産性
（処理能力）は 230 ～ 240 ピース／人時である。





徴収している。1 回の注文額は 6,000 円が損益
分岐点だという。1 週間 1 回企画し、冷凍品の
SKU 数は大体 500 ～ 600 ある。1 日あたり約
24 万点（ピース）、週あたり約 120 万点集品・
出荷する。冷凍品は大体 1 週間 40 万世帯から
受注する。平均して 1 世帯あたり週に 3 点の冷


















































110.7 億円、従業員数は 1,308 人、売上は 1,548

































鳥栖物流センターは、鳥栖 IC から約 5 キロ












































































































る。同社は 2007 年に福岡から本社を GLP 内に
移転し、GLP に本社事務所を設置する数少な
い企業の 1 つである。資本金 6,750 万円で、従
業員数 181 名（2015 年現在）。2015 年度の売上









は 2.16 万㎡と 0.78 万㎡、保管キャパシティは















































































































































































































































































Sheffi, Yossi （2012）, Logistics Cluster： Delivering 









































5 筆者は2015 年9 月9 日にSSE 本社を訪問し営
業統括の取締役黒沢崇氏を訪問しインタ
ビューを実施した。また、2015 年10 月28 日に
博多港のSSE 専用埠頭を見学し取材した。


























13 ヨコレイに関する記述は2015 年9 月30 日に
同社の鳥栖第二物流センター所長・泉俊哉氏
に対する取材に基づくものである。
14 福岡ソノリクに関する記述は、筆者の2015 年
9 月29 日に同社訪問する際に実施した聞き取
り取材に基づいている。同社の園田壽俊社長、
酒井謙一常務、近藤弘幸部長がインタビュー
に応じてくださった。
15 李・行本（2006）では、「流市法」に基づいて整
備される地方の流通業務団地のそもそもの政
策目的は、域内の流通事業者の物流業務の共
同化と高度化を推進することであった。しか
し実際の政策効果は域外の大企業の物流拠点
ネットワーク配置のための好立地条件を提供
することになった。流通業務団地内の入居企
業間では、有機的な協業関係が存在していな
いと指摘した。
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